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＜マスターズ甲子園 2021・第 18 回大会＞
2021－2023シリーズ開幕

2021 大会プレイバック

マスターズ甲子園 2021 試合結果
１日目（12月４日）

第１試合

1 2 3 4 5 6 7 8 計
新湊・高岡向陵（富山県代表） 1 1 2 2 1 0 0 7
広 陵（広島県代表） 2 1 1 0 1 0 5

第２試合

1 2 3 4 5 6 7 8 計
御 所 実（奈良県代表） 0 4 0 0 0 4 4 12
能 代（秋田県代表） 0 2 0 4 0 0 0 6

第３試合

1 2 3 4 5 6 7 8 計
神奈川県選抜（神奈川県代表） 1 1 1 3 1 1 1 0x 9
三 重（三重県代表） 7 0 0 3 0 0 2 12

第４試合

1 2 3 4 5 6 7 8 計
三 本 松（香川県代表） 0 0 2 0 0 2 0 0 4
今 治 北（愛媛県代表） 0 0 0 0 4 0 0 4

第５試合

1 2 3 4 5 6 7 8 計
修 徳（東京都代表） 1 0 4 2 3 0 10
小 松 島（徳島県代表） 0 0 0 1 2 2x 5

２日目（12月５日）
第１試合

1 2 3 4 5 6 7 8 計
天 王 寺（大阪府代表） 0 0 0 1 0 1 3 0x 5
宮崎県選抜（宮崎県代表） 0 0 0 3 2 0 1 6

第２試合

1 2 3 4 5 6 7 8 計
大 津（熊本県代表） 0 0 6 0 3 1 1 11
函館大有斗（北海道代表） 0 3 0 1 0 0 4

第３試合

1 2 3 4 5 6 7 8 計
滝 川 二（兵庫県代表） 0 0 2 0 0 2 1 2x 7
中部大春日丘（愛知県代表） 0 0 0 3 1 0 0 4

第４試合

1 2 3 4 5 6 7 8 計
埼玉県選抜（埼玉県代表） 1 2 0 0 0 3 0 6
松 商 学 園（長野県代表） 0 4 1 1 1 2 0x 9

X はイニングの途中で試合が終了したことを表す

　第 18回大会では、各地方予選大会で代表権を得た、広陵（広島県代
表）、新湊・高岡向陵（富山県代表）、能代（秋田県代表）、御所実（奈
良県代表）、三重（三重県代表）、三本松（香川県代表）、今治北（愛媛
県代表）、小松島（徳島県代表）、修徳（東京都代表）、天王寺（大阪
府代表）、大津（熊本県代表）、函館大有斗（北海道代表）、滝川二（兵
庫県代表）、中部大春日丘（愛知県代表）、松商学園（長野県代表）、神
奈川県選抜（神奈川県代表）、宮崎県選抜（宮崎県代表）、埼玉県選抜（埼
玉県代表）の計18チームが出場しました。このうち、高岡向陵、大津、
中部大春日丘は現役高校野球部も甲子園非出場であり、高校創設以来、
悲願の甲子園初出場なりました。
　これらの出場 18チームの計 827人の選手がベンチ登録、このうち高
校時代での甲子園非出場者は 717人でした。最年少の 18歳の選手 10人
は、高校３年生の夏にコロナ禍によって第 102回全国高校野球選手権
大会が中止となり、各都道府県の独自大会で引退した 102期生で、現
役時代、目指すことすら叶わなかった念願の甲子園でプレーしました。
また、御所実業高校 OB の高橋寛氏（86）が最高齢で出場しました。
そして、能代高校 OB から、元阪急ブレーブスでプロ通算284勝を挙げ、
2009年 WBC 日本代表の投手コーチを務めた山田久志氏と元オリック
ス・ブレーブスの高橋功一氏、函館大有斗高校 OB からは、元阪急ブレー
ブスの星野仙一大会名誉会長から「日本一の投手コーチ」と呼ばれた
佐藤義則氏が出場。修徳高校 OB からは、元広島東洋カープの遠藤竜
志氏、埼玉県選抜からは、元埼玉西武ライオンズ等に所属し、日本女
子プロ野球リーグの野手総合コーチを務めた石井義人氏が出場。さら
に、中部大春日丘高校 OB からは、元広島東洋カープの酒井大輔氏が出場し、総勢６名の元プロ野球選手が参加しました。
　選手宣誓は、宮崎県選抜・宮崎工業高校 OB の坂本栄二郎氏と宮崎農業高校 OB の坂元皇太氏の甲子園初出場を果たした
親子が務めました。夢の舞台を目指す全国の元高校球児、102期生を代表し、大会初日、甲子園球場で大役を担いました。
式典司会は、高校野球選手権大会の初代学生司会者である山内佑利子氏が担当。また、かつて夏の高校野球選手権大会の
開会式入場行進でプラカード係を務めた市立西宮高校 OG が、同校の OG を誘い、開会式入場行進でのプラカード先導役を
実現しました。その他、かつて甲子園に憧れた審判員、スタッフも大会を支え、それぞれの想いの詰まった甲子園デビュー
が実現しました。
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